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簡易型総合評価落札方式における留意事項（平成21年６月３日制定）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。  

改   正   後 改   正   前 

（令和６年６月～） （令和６年２月28日～） 

省略 省略 

Ⅲ 評価区分及び評価項目の設定  

  評価項目の設定は、次のとおりとしています。（土木一式工

事の場合） 

Ⅲ 評価区分及び評価項目の設定  

  評価項目の設定は、次のとおりとしています。（土木一式工

事の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、この表は原則であり、工事の内容によって変更しま

すので、個別の工事の入札公告における評価項目等でご確認く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ただし、この表は原則であり、工事の内容によって変更しま

すので、個別の工事の入札公告における評価項目等でご確認く

ださい。 

  

Ⅳ 評価項目の評価  Ⅳ 評価項目の評価  

１ 省略 １ 省略 

２ 個別事項 ２ 個別事項 
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(1)省略 (1)省略 

(2) ①～③省略 (2) ①～③省略 

    ④生産性向上の取組（ＩＣＴの活用）（１０点）      ④ＩＳＯマネジメントシステム等の取組み（５点）  

 

 

 

 

 

・この評価項目は、発注する工事の工種が土木一式工事

で、設計金額１億円以上の施工計画型及び実績確認型

の場合（いずれも、県内業者の参加が見込まれる場合

に限る。）に設定し、ＩＣＴ活用により生産性向上が

図られる場合に評価します。  

・評価基準は以下のとおりとします。  

（要領等） 

愛媛県が定める要領等（以下「県要領」という。）  

愛媛県ＩＣＴ活用工事実施要領 _（土木部） 

愛媛県農地整備課ＩＣＴ活用工事実施要領_（農林

水産部） 

愛媛県森林整備保全事業ＩＣＴ活用工事試行実施

要領_（農林水産部） 

国土交通省等が定める要領等（以下「国要領」とい

う。） 

港湾事業におけるＩＣＴ の全面的な活用の推進に

関する実施方針_（国土交通省）  

ＩＣＴ活用工事  （地盤改良工）実施要領 _（国土

 

 

 

 

 

・この評価項目は、県内業者の参加が見込まれる施工計

画型及び設計金額２億円以上の実績確認型の場合に設

定します。 

・愛媛県内にある事業所（発注工事の工種に係る建設業

法上の営業所に限る。）において認証取得し、開札日

において有効であるマネメントシステム等を評価しま

す。 

・認証機関が発行する証明書等により認証取得が確認で

きる内容を記載してください。  
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交通省） 

ＩＣＴ活用工事  （法面工）実施要領 _（国土交通

省） 

ＩＣＴ活用工事  （付帯構造物設置工）実施要領 _

（国土交通省） 

ＩＣＴ活用工事  （基礎工）実施要領 _（国土交通

省） 

ＩＣＴ活用工事 （構造物工（橋脚・橋台））実施

要領_（国土交通省） 

ＩＣＴ活用工事  （擁壁工）実施要領 _（国土交通

省） 

情報化施工技術の活用ガイドライン（農林水産

省） 

森林整備保全事業ＩＣＴ活用工事試行実施要領

（林野庁） 

森林整備保全事業ＩＣＴ活用工事試行積算要領

（林野庁） 

※上記のほか、工事を所管する発注機関に関係する

最新の要領を適用します。 

（考え方） 

「施工プロセス」：①３次元起工測量、②３次元設

計データ作成、③ＩＣＴ建設機

械による施工、④３次元出来形

管理等の施工管理、⑤３次元デ

ータの納品 

「ＩＣＴ全面活用」：施工プロセス①～⑤を全て実
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施 

「ＩＣＴ部分活用」：施工プロセス①②③⑤又は①

②④⑤の組合せで実施  

※港湾事業は、国の要領等によります。 

ア  施工プロセスの全てでＩＣＴを活用（ＩＣＴ全面

活用）：10点 

県要領で定める「ＩＣＴ全面活用」を実施する場

合又は県要領に定めの無い工種について、国要領で

定める施工プロセス全てを実施する場合  

※土工の場合、工種・種別（掘削工・床堀工・盛土

工・法面整形工・基盤造成・表土整地）のうち１

種別以上で実施すれば評価します。ただし、土木

工事施工管理基準の規定等により一部の施工プロ

セスが「該当なし」となる工種・種別（床堀工・

法面整形工）のみを実施する場合は、ＩＣＴ全面

活用として評価しません。 

※舗装工の場合、路盤工又はアスファルト舗装工等

のみの実施でも評価します。 

※土工及び舗装工において、県要領で定める対象工

事の施工量に満たない工事においても上記と同様

に実施すれば評価します。 

※国要領で活用可能な種別が複数ある場合、１種別

以上で実施すれば評価します。ただし、一部の施

工プロセスが「該当なし」となる工種・種別のみ

を実施する場合は、ＩＣＴ全面活用として評価し

ません。 
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イ 施工プロセスの一部でＩＣＴを活用（ＩＣＴ部分活

用）：５点 

県要領で定める「ＩＣＴ部分活用」を実施する場合又

は県要領に定めの無い工種について、国要領で定める施

工プロセス①②④⑤を実施する場合 

※土工の場合、工種・種別（掘削工・床堀工・盛土工・

法面整形工・基盤造成・表土整地）のうち１種別以上

で実施すれば評価します。 

※舗装工の場合、路盤工又はアスファルト舗装工等のみ

の実施でも評価します。 

※土工及び舗装工において、県要領で定める対象工事の

施工量に満たない工事においても上記と同様に実施す

れば評価します。 

※国要領で活用可能な構造物が複数ある場合は、当該工

事における主たる構造物を含む１構造物以上で実施す

れば評価します。 

 

ウ その他のＩＣＴを活用：３点 

県要領で定める「その他ＩＣＴ活用」を実施する場合 

《評価できる事例》 

(ｱ)10点、５点に該当しない施工プロセスで実施す

る場合 

(ｲ)全ての段階確認、材料確認及び立会について、

遠隔臨場で実施する場合。ただし、監督員との

協議により現場で実施する場合及び省略する場

合を除きます。 

(ｳ)ワンマン測量を実施する場合 
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(ｴ)橋脚等の鉄筋構造物において、国土交通省の

「デジタルデータを活用した鉄筋出来形計測の

実施要領（案）」で定める出来形管理を行う場合 

(ｵ)基礎工事等において、施工精度をリアルタイム

で監視できるシステム等を用いて精度管理を行

う場合 

(ｶ)「愛媛県土木部における情報共有システム試行

要領」に基づきASPを活用する場合 

(ｷ)その他、上記に類する場合 

・県要領に基づき、「発注者指定型」又は「受注者希望

型」の対象とする工事についても、本項目の対象と

し、実施する内容に応じて評価します。  

・ＩＣＴ活用は本項目において優先して評価し、同様の

内容を施工計画型の施工計画として提案した場合、施

工計画としては評価しません。  

・実施することとしていた生産性向上の取組（ＩＣＴの

活用）について、受注者の責により実施しなかった場

合は、工事成績評定要領細則に基づき、当該工事の工

事成績評定点を減点します。  

 

以下省略 以下省略 
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（別紙１）簡易型総合評価落札方式における施工計画評価に関する留意事項について、次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表

の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。  

改   正   後  改   正   前  

１～８  省略  １～８  省略  

９．総合評価の評価区分「企業の施工能力」の評価項目「生産

性向上の取組（ＩＣＴの活用）」として評価した内容は、施

工計画としては重複評価しません。  

   「企業の施工能力」の「生産性向上の取組（ＩＣＴの活

用）」の項目を優先して評価し、同様の内容は施工計画と

しては評価しません。  

 

１０．施工計画の作成について  

   記載内容が確実に履行されるために、入札参加者自らが

作成（当該工事に配置を予定している監理（主任）技術者

の責任において施工計画が作成されていることを意味す

る。）することを義務付けています。  

９．施工計画の作成について  

   記載内容が確実に履行されるために、入札参加者自らが

作成（当該工事に配置を予定している監理（主任）技術者

の責任において施工計画が作成されていることを意味す

る。）することを義務付けています。  

１１．施工計画に関するヒアリングの実施について  

   入札参加者から提出された施工計画の内容について確認

が必要な場合は、当該工事に配置を予定している監理（主

任）技術者に対してヒアリングを行います。  

１０．施工計画に関するヒアリングの実施について  

   入札参加者から提出された施工計画の内容について確認

が必要な場合は、当該工事に配置を予定している監理（主

任）技術者に対してヒアリングを行います。  

１２．施工計画の作成状況の確認について  

   施工計画を自らが作成していないことが認められる場合

又は１１のヒアリングを拒否した場合は、当該入札参加者

の施工計画は評価対象としません。  

１１．施工計画の作成状況の確認について  

   施工計画を自らが作成していないことが認められる場合

又は１０のヒアリングを拒否した場合は、当該入札参加者

の施工計画は評価対象としません。  

１３．施工計画の履行状況の確認について  

   記載内容（監督員との協議により履行しないこととした

１２．施工計画の履行状況の確認について  

   記載内容（監督員との協議により履行しないこととした
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項目は除く。以下同じ）は、施工後はもちろんのこと、施

工中にも同等以上の施工を行っているかどうかを確認しま

す。記載内容の履行が確認できなかった場合は、工事成績

評定点を減点します。そのため、記載内容は担保されるこ

とを念頭に作成してください。  

   なお、工事成績評定点の減点方法は以下に記載されてい

ますので確認してください。  

項目は除く。以下同じ）は、施工後はもちろんのこと、施

工中にも同等以上の施工を行っているかどうかを確認しま

す。記載内容の履行が確認できなかった場合は、工事成績

評定点を減点します。そのため、記載内容は担保されるこ

とを念頭に作成してください。  

   なお、工事成績評定点の減点方法は以下に記載されてい

ますので確認してください。  

以下省略  以下省略  

 

 


